
６－１　東海地域とその周辺地域の地震活動（2006年５月～10月）

　　　　Seismic activity in and around the Tokai area（May － Octobeら2006）

　　　　　　　　　　気象庁　地震予知情報課

Earthquake Prediction lnformation Division， JN/IA

　①東海地域とその周辺地域の地震活動（第１図，第２図）

　2006年５月～2006年10月の東海地域とその周辺地域の月別震央分有を第１図に土な地震の発

言機構解（下半球等積投影）を第２図に示す．

　【静岡県とその周辺】今期間のM4以上の地震は，伊豆半島東方沖で５月２日18時24分に発生し

たM5.1と２分後に発生したM4.3の地震，及び新島・神津島近海で７月９則こ発生したM4.8の地

震であった．想定震源域内で発生したM3以上の地震は，８月31日静岡県西部M3.0の１回であっ

た.

　【浜名湖付近】東側領域で2000年後半から地震活動の低下した状態が継続している．西側領域も

2006年春頃からやや静穏である.

　【愛知県とその周辺】今期間のM4以上の地震は，７月16目愛知県西部のM4.0であった．また，

８月27日頃から９月１日頃にかけて，長野県南部～愛知県東部で低周波地震（低周波微動）の活動

が活発化し，これと同時期に静岡県の佐久間，本川根（静岡県整備）などの歪計にゆっくりとし

た変化が観測された（本巻「東海地域の低周波地震活動と短期的スロースリップ」の頁参照）.

　【伊豆】伊豆半島東方沖では１月頃から間欠的に地震活動が活発化した．特に４月17日頃から始ま

った活動では震度１以上の地震が多発し，４月21日02時50分に一連の活動で最大規模のM5.8の

地震が発生した（最大震度4）ほか，４月30日13時10分にM4.5の地震が発生し，最大震度５弱

を観測した．伊豆半島東方沖の地震活動は５月に入っても５月２目にM5.1（最大震度4）が発生す

るなどやや活発であったが，５月半ばには収まった（第76巻「伊豆半島東方沖の地震活動の概要」

の頁参照）．

　その後，11月10日から再び地震活動が始まり，11月12日にはほぼ収まった（第３図）．この活

動で最大規模の地震は，主な地震活動域から東に離れた場所で発生した2006年11月12日23時46

分のM3.4（最大震度1）であった．この地震活動に先行して東伊豆の歪計データなどに変化が見ら

れた砿地震活動と共に収まった．東伊豆の歪計データの24時関路差の最初の極大値を用いて地震

活動のおおよその動向を予測した結果は，実際の活動の規模より大きいものであった.

　11月24日にはM4.3（最大震度3）の地震が発生したが，活発な地震活動は当日のみで，11月26

則こはほぼ収まった（第４図）．第５図に伊豆半島東方沖の地震活動一覧表を示す.

　【その他】2004年９月５則こM7.1とM7.4の地震が発生した紀伊半島南東沖の余震活動は収まり

つつあり，今期間M4以上の地震は２回発生した．
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以下に，静岡県周辺，愛知県周辺及びその他の地域における月毎の最大地震（M 3.0）を示した．

月 静岡県周辺 愛知県周辺 その他
５ ２目　伊豆半島東方沖M5.1 24目　　　　三重県南東沖　M4.3
６ 29目　　　静岡県西部　M3.2 ３目　　　　　福井県巣南　M4.1
フ ９目　新島･神津島近海M4.8 16目　　愛知県西部　M4.0 ３目　　　　三重県南東沖　M3.3

11目　　岐阜県美濃中西部　M3.3
８ 31目　　　静岡県西部　M3.0 25目　　愛知県西部　M3.9 25目　　　　三重県南東沖　M3.7
９ 24目　　新島・神津島近海　M3.1
10 ４目　　　　三重県南東沖　M3.3

30目　　　　神奈川県西部　M3.3

　（2）東海地震想定震源域内の固着域周辺の地震活動の推移（第６図～第９図）

　第6,7図の矩形領域の地震を,内陸の地殻内の地震とフィリピン海プレート内の地震に分類しI），

地震活動指数の推移を見たのが第８図である．

　今期間，東海地震の想定震源域内固着域周辺における微小地震（M≧1.1）の活動指数（第８図右

上の２つ）は，地殻内でやや高かった．これは，固着域の地殻内で散発的に地震活動が活発であっ

たことと，６月29日に静岡県西部で発生したM3.2の地震とその余震活動によると考えられる．や

や大きい規模（M≧2.0）の地震活動指数（第８図左下の２つの図）は，地殻内は概ね平常であった

が，フィリピン海プレート内はやや低めであった．

　第９図は，固着域のフィリピン海プレート内の地震活動について，Ｍの下限をMI.1，M2.0，M3.5

と上げて見たものである．最下図より，2001年後半ごろからM3.5以上の地震発生回数が少なく，

長期間静穏な状態が継続していることがわかる．

注）第８図の地震活動指数とは，定常ポアソン過程を仮定し，デクラスタした地震回数を指数化し

たもので，指数が高いほど活発であることを示す．基準にした期間は1997年から2001年（5年間）

で，30日と90日と180日の時間窓を30日ずっずらして計算した．指数O～8の９段階の出現確率

　（％）はそれぞれ1，4，10，15，40，15，10，4，1である．

（3）愛知県のフィリピン海プレート内および地殻内の地震活動（第10図～第12国）

　第10図の矩形領域の，地殻内とフィリピン海プレート内の地震活動指数の推移を見だのが第11

図である．

　愛知県のフィリピン海プレート内の微小地震（Ｍ≧□）の活動指数（第11国有上から２つめの

国）は，一時期低下したものの，最近は平常に戻っている．やや大きい規模（M≧2.0）の地震活動

指数（第11図左下図）は，2004年後半からやや低下した状態が続いていたが，最近は回復傾向で

あるように見える．さらに大きい規模（M≧3.0）の地震活動（第12図有下図）は，2003年頃から

低い状態が続いている．

　愛知県の地殻内の微小地震（Ｍ≧□）の活動指数（第11図有上図）は，特段変化はない．

　（4）浜名湖付近のフィリピン海プレート内の地震活動（第13図）

　【全域（Ｗ十E）】2000年初め頃から活動が低下している．これは主に2000年は西側領域での活

動低下，2000年後半からは東側領域での活動低下によるものである．
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　【西側領域（W）】2001年２月のM5.0の地震の前に地震活動が低下し，地震後に回復した.2002

年頃から再度やや地震が少ない状態になったが，2003年に入ってから，静岡・愛知県県境付近の定

常的なクラスタではないところで活動がやや活発になった．このクラスタでの地震活動は，2005年

には低調となり，2006年に入ってからは領域全体で静穏な状態になっている.

　【東側領域（E）】2000年後半から活動指数の低下が続く中，2003年６月５則こM3.9の地震が発生

するなど一且回復傾向が見られたが，概ね活動の低い状況は継続している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

1)原田智史・吉田明夫・明田川保：東海地域に沈み込んだフィリピン海スラブの形状と地震活動，

　地震研究所彙報，73，291-304(1998).

192



－ 193 －

第 1図（a）　東海・南関東地域に発生した地震の月別震央分布（2006年 5月）
Fig.1(a)　Monthly epicenter distribution in the Tokai and Southern Kanto Districts (May 2006).



－ 194 －

第 1図（b）　つづき（2006年 6月）
Fig.1(b)　Continued (June 2006).
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第 1図（c）　つづき（2006年 7月）
Fig.1(c)　Continued (July 2006).



－ 196 －

第 1図（d）　つづき（2006年 8月）
Fig.1(d)　Continued (April 2006).
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第 1図（e）　つづき（2006年 9月）
Fig.1(e)　Continued (September 2006).
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第 1図（f）　つづき（2006年 10月）
Fig.1(f)　Continued (October 2006).



－ 199 －

第 2図（a）　東海・南関東地域に発生した主な地震の発震機構解（2006年 5月～ 2006年 7月）
Fig.2(a)　Focal mechanism solutions of major earthquakes in the Tokai and Southern Kanto Districts (May - 

July 2006). 



－ 200 －

第 2図（b）　つづき（2006年 5月～ 2006年 7月）
Fig.2(b)　Continued (May - July 2006). 
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第 2図（c）　つづき （2006年 8月～ 2006年 10月）
Fig.2(c)　Continued (August - October 2006). 



－ 202 －

第 2図（d）　つづき （2006年 8月～ 2006年 10月）
Fig.2(d)　Continued (August - October 2006). 



11月　伊豆半島東方沖の地震活動

図震央分布図（2006年|1月９日以降、M≧00）
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　2006年11月10目から伊豆半島東方沖で地

震活動が始まり12目にはほぼ収まった。最大

の規模は、主な地震活動域から東に離れた場

所で発生した12目23時46分のM3.4（最大震

度１）の地震であった。

　なお、この地震活動に先行して東伊豆の歪

計データに縮みの変化が、また傾斜計データ

　（防災科学技術研究所）にも変化が見られた

が、地震活動と共に収まった。ただし、11目

６時頃からの降水の影響のため、変化の収ま

った時期や変化量についての詳細は不明（次

頁参照）。

　伊豆半島東方沖では2004年４月の地震活動

以降、静穏な状況が続いていたが、2006年に

入ってから、１月、２月、３月と小規模な地

震活動の消長が繰り返されるようになり、４

月にはM5.8の地震を最大規模とする比較的活

発な地震活動があった。
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第３図（a）11月伊豆半島東方沖の地震活動

　　Fig.3（a）Seismic activityeastofTthe lzu Peninsula in November, 2006
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　伊豆東部周辺の歪計･傾斜計の変化(期間:2006年11月７日O時～11月13日24時)
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初期の歪変化を用いた伊豆半島東方沖の地震活動の推定
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た結果は下表の通りとなった。降水の影響により詳細な歪データは不明であるが、今回の地震活動

の規模は、歪変化から予想される規模に比べて小さかった。

開始日 終了日 活動期間日 鍾田地需回数 100回以上の日数

実際 06/||/10 06/||/12 ３日 54回 Ｏ日

予測 - 06/||/17 ８日 2,087回 ３日

第３図（b）

　Fig3（b）

伊豆半島東部の歪変化と地震活動予測

Strain change observed in the east of the lzu Peninsula and estimation of the seismic

actlvlty.
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11月24日　伊豆半島東方沖の地震活動

囚震央分布図（2006年11月10日以降、M≧00）2006年11月24日以降を濃く表示
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伊豆東部周辺の歪計･傾斜計の変化(期間:2006年11月18日00時～11月27日08時)
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第４図（b）伊豆半島東部の歪変化

　　Fig.4（b）Strainchange observed in the eastofthe lzu Peninsula
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第 5図　伊豆半島東方沖の地震活動一覧表
Fig.5　Table of seismic activities east off the Izu Peninsula.
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第11図　愛知県の地震活動指数の推移（1997年以降）

　Fig. 1 1　Time series of Seismic activity level in Aichi Prefbcture since 1997
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